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はじめに 

この度は、FPGA トレーナ EDX-002をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 
 
EDX-002は、Xilinx社の FPGAであるスパルタンⅡ (XC2S15VQ100 : 15,000ゲート) を実装した
トレーナです。４桁数字表示 LED、汎用 LED、押しボタンスイッチ、クロックモジュール、FPGAコンフィ
グレーションに使用する USBインターフェースを実装しておりますので、快適に FPGA設計を進めるこ
とができます。 

 
VHDLや Verilog-HDLによる論理回路設計の習得に、ご活用ください。 
 
 
付属品 

EDX－002本体 
USBケーブル 
マニュアル（本書） 
ユーザー登録はがき 
付属 CD-ROM（P25参照） 
 
ご注意事項 

本製品及び本書の内容は、改良のために予告なく変更することがあります。 
 
本書の内容については万全の記して作成しましたが、万一誤りなど、お気づきの点がございましたら、

ご連絡をお願いいたします。 
 
本製品の運用の結果につきましては、２．項にかかわらず当社は責任を負いかねますので、ご了承

願います。 
 
本書に記載されている使用と異なる使用をされ、あるいは本書に記載されていない使用をされた場合

の結果については、当社は責任を負いません。 
 
本書および、回路図、サンプル回路などを無断で複写、引用、配布することはお断りいたします。
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概要 

基板外観 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ブロック図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

XILINX XC2S15 FTDI FT245BM 

6MHz 
セラミック発振子 

USBコネクタ 

シリアル
EEPROM 

赤色 LED 

７セグメント LED

押しボタンスイッチ 

３端子レギュレータ 

DONE LED

押しボタンスイッチ 

７セグメント LED

赤色 LED

FPGA

XILINX XC2S15

USB 
コントローラ

シリアル 
EEPROMUSB 

コネクタ 

３端子レギュレータ 

5.0 V 

3.3 V 2.5 V 

6MHz 
セラミック発振子

DONE 
LED 



 

 4

開発環境 

FPGAの内部回路設計には、回路図エディタや HDL入力ツール、論理合成ツールが必要です。こ
れらの開発ツールは、Xilinx社が無償配布するWebPack ISEにて可能です。使用する際には、インタ
ーネットによるライセンス登録が必要となります。 

 
ダウンロードケーブル 

FPGAへのコンフィグレーションには、専用のダウンロードケーブルを必要としません。添付の USB
ケーブルをご使用ください。 

 
クロック 

６MHzセラミック発振子より、USBコントローラと FPGAにクロックを供給します。 
 
７セグメント LED 

4つの 7SEGの一つを選択する信号 SA0,SA1,SA2,SA3のいずれかをＬとし、その他をハイインピ
ーダンスまたはオープンドレインにてオフとします。数 kHzで順番に表示させることによって、連続して
点灯しているようにみえます。また、複数を同時に L とすると電流が過大となりますので、注意して下さ
い。 

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
押しボタンスイッチ 

押すと Lになります。このピンは FPGAに対して、入力となりますので、出力しないでください。 押し
ボタンスイッチに対して FPGA側から出力するとショートしますので注意てください。 

 
赤色 LED 

赤色 LEDは負論理です。Lowにて点灯します。完全に消灯させるには、ハイインピーダンスとするか、
オープンドレインにてオフとしてください。 

 
電源 

電源は USBから 5.0Vが供給されます。FPGAが必要とする 3.3V、2.5Vはオンボードのレギュレー
タとダイオードにより生成されます。 

 
FPGA コンフィグレーション 

FTDI社提供のダイレクトドライバをインストールすることで、USB経由で FPGAをコンフィグレーショ
ンすることができます。コンフィグレーションが終了し、DONE信号が Hになると赤色 LED（LED9）が点
灯します。 

 
 
 

SG7 

SG0

SG5 SG1

SG4 SG2 
SG3

SG6

SG0         <19> 
SG1         <20> 
SG2         <21> 
SG3         <22> 
 
SG4         <30> 
SG5         <31> 
SG6         <40> 
SG7         <41> 

セグメントデータ FPGAピン番号

L1 L2 L3 L4 

SA0 

SG [7:0]

SA1 SA2 SA3 

<46> <45> <44> <43> 
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FPGA ピンアサイン表 

 
クロック 

信号名 I/O ピン番

号 
備考 

CLK0 I P39 ６MHz 
 
７セグメント LED 

信号名 I/O ピン番

号 
備考 

SA0 O P46  
SA1 O P45  
SA2 O P44  
SA3 O P43  
SG0 O P19  
SG1 O P20  
SG2 O P21  
SG3 O P22  
SG4 O P30  
SG5 O P31  
SG6 O P40  
SG7 O P41 小数点 

 
押しボタンスイッチ 

信号名 I/O ピン番

号 
備考 

PSW_A I P17  
PSW_B I P16  
PSW_C I P15  

 
７セグメント LED 

信号名 I/O ピン番

号 
備考 

LED0 O P68  
LED1 O P67  
LED2 O P66  
LED3 O P65  
LED4 O P56  
LED5 O P55  
LED6 O P54  
LED7 O P53  
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USB ドライバのインストール 

FPGAへのコンフィグレーションと、USBの通信実験の前には、FTDI社の提供するドライバを PCに
インストールする必要があります。本章で説明するインストール作業が完了後、FPGAのコンフィグレー
ションが可能となります。 

USBコネクタに付属 USBケーブルを挿入すると、「新しいハードウェア」が認識され、次のダイアログ
が表示されます。次の手順に従ってインストール作業を完了ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「次へ」をクリック 

「次へ」をクリック 
「デバイスに最適なドライバを検索する(推奨)」 を選択
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コントロールパネルのデバイスマネージャを開いてください。USB ( Universal Serial Bus ) コントロー

ラ と ポートの項目に、「EDA / EDX-002 HuMANDATA LTD.」が追加されているか確認してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「場所を指定」を選択
「次へ」をクリック 

 「 ftd2xx.inf 」の格納場所を指定します。付属 CDの DirectDriver を選択して下さい 

「OK」をクリック

「EDA/EDX-002 HuMANDATA LTD.」

正常にインストールされた状態 
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USB ドライバのアンインストール 

 
インストールした USB ドライバをアンインストールには、PC と EDX-002を接続しない状態で 

「スタート」－「設定」－「コントロールパネル」－「アプリケーションの追加と削除」から「EDA/EDX- 
002 HuMANDATA LTD.」を選択し、「変更と削除」を実行してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実行すると、次のようなダイアログが表示されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「Continue」をクリック 
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次のダイアログで「Finish」をクリックすれば、終了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「Finish」をクリック 
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ISE による開発手順 

EDX-002に搭載されている FPGAをコンフィグレーションするには、bitファイルが、必要となります。
このファイルを生成する手順について説明します。bit ファイルを生成するには、次の開発ツールが必要
となります。 

 
■WebPack ISE もしくは Foundation ISE 
■Model Sim  
 
以下、XILINX社のWebPack ISE 6.2.03i と Model Sim EX II /Starter5.7gでの bitファイルの
生成手順を説明します。 

 
プロジェクトの新規作成 

プロジェクトを新規作成するには、[File] → [New Project] をクリックします。ここで、ディレクトリとプロ
ジェクト名、ターゲットとなるデバイスも選択します。 

 
プロジェクトディレクトリ は「C：￥WORK」 とします。プロジェクト名を 「AND」 と入力すると、自動的に
「 C ： ￥ WORK ￥ AND 」に変更されます。 
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上ウインドウのように EDX-002に搭載されているデバイスに変更します。次の値に変更してください。 
 

Property  Name Value 
Device Family Spartan2 
Device xc2s15 
Package Vq100 
Speed Grade -5 
  
Top-Level Module Type HDL 
Synthesis Tool XST (VHDL / verilog) 
Simulator Modelsim 
Generated Simulation Language VHDL 

 
 「次へ」をクリックすると下のように表示されますが、「次へ」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下のように表示されますが、「次へ」をクリックします。 
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A 
B 

C

AND

 下のような確認画面がでますので、間違いがなければ「完了」をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
VHDL による AND 回路 

VHDLでは、AND回路は次のように記述します。 
 

 
 
 
 
 

 
C <= A and B; 

 
入力 Aを「押しボタンスイッチ」の「SW3（A）」、入力Ｂを「押しボタンスイッチ」の「SW2（B）」とします。
出力 Cは「赤色 LED」の「LED1」とします。実装する手順について説明します。 

 
 
 
新規ソースの追加 

[Project]－[New Source] を選択します。 
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次に[VHDL Module] を選択し、ファイル名を付けます。ここでは「AND_TOP」としています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に信号名を付けます。入力信号（Ａ、Ｂ）と出力信号Ｃを定義します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PSW_A 

PSW_B 
LED_C 
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 「次へ」をクリックすると下のような確認画面がでますので間違いがなければ「完了」を 
クリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自動的に次のようなＶＨＤＬコードの雛型が生成されます。このコードに追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次の一行を追加します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加
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プロセスウインドウの「Synthesize」－「Check Syntax」をダブルクリックし、文法チェックを確認します。
緑のチェックマークが付けば正常です。もし赤色の×マークが付けば文法の誤りが存在しますので、 

修正してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テストベンチの作成とシミュレーション 

次にシミュレーションに必要となるテストベンチを生成します。VHDLソース同様に[Project]－[New 
Source] を選択します。「VHDL Test Bench」を選択し、ファイル名を「tb_and_top」として「次へ」をクリ
ックします。 
（シュミレーションを行うためには Xilinx社の ModelSimが、インストールされていることが、必要 

です。） 
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対象の VHDLコードである「and_top」を選択して、「次へ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 下のような確認画面が、でますので間違いがなければ「完了」をクリックすれば VHDLの 
テストベンチが自動生成されます。 
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自動的に生成されたテストベンチの雛型に次の４行を追加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[and_top_tb_and_top_vhd_tb-behavior] を選択した状態で、「Simulate Behavioral Model」を 
ダブルクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

追加 

ダブルクリック 

選択
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Model Simが、自動的に起動すると次のように波形の確認ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
再実行するにはツールバーの「Restart」をクリックしてください。波形ウインドウのツールバーは次のよ
うになっています。 

 
 
 
 
 
 
 
Model Sim は非常に豊富な機能をもっております。詳細につきましては、[Help]-[PDF 

Documentation]からユーザーズマニュアルを参照してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拡大 縮小 リスタート

全体表示 実行
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UCF ファイルの作成 

FPGAのピンを固定するために、UCFファイルを作成します。VHDL ソース同様に[Project]－[New 
Source] を選択します。[Implementation Constraints File]を選択し、ファイル名を「and_top_ucf」とし
て「次へ」をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対象の VHDLコードである「and_top」を選択して、「次へ」をクリックします。 
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下のような確認画面が、でますので間違いがなければ「完了」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 次のように「Edit Constraints (Text) 」をダブルクリックし、ピン定義を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選択 

ダブルクリック

NET 信号名 LOC = ピン番号
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BIT ファイルの作成 

BITファイルの「FPGA Start –Up Clock」は「CCLK」である必要があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ダブルクリックにて BITファイルが、生成されます。正常に生成された場合には、緑のチェックが、 

次のウインドウのようになります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
EDX-002の FPGAへのコンフィグレーションは USB経由で行うため、XILINX社 iMPACTを利用

することはできません。付属の専用ソフトウェアにて、USBコンフィグレーションを行ってください。 
 
 
 

右クリックにて「プロパティ」 

CCLK 

ダブルクリック
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専用ソフトウェアによる FPGA コンフィグレーション 

 
付属 CD内にある「BitCfg.exe」を起動させると、次のウィンドウが起動します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生成した AND回路「and_top.bit」を選択し、「Download」を選択します。「DONE LED」点灯し、ウィ

ンドウの「status:success」であれば正常に FPGAにコンフィグレーションであることを意味します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「File」を選択

生成したプロジェクトの格納場所 C:\WORK\AND 

「success」の表示 にて DONE 信号の「High」を確認できます コンフィグレーション時間 

FPGA 内部回路の消去 

BIT ファイルのダウンロード 
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A 
B 

C

AND

動作の確認 

赤色 LED と押しボタンスイッチが負論理であるため、押すと点灯するのではなく両方の押しボタンを
押していない状態で消灯し、それ以外は点灯となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
両方、押した時だけ点灯させるには、次のように「インバータ」を挿入します。 

 
 

 
 
 
 
 
C <= A and B; 
 
 

 
 
 
 
 
C <= not ( ( not A ) and ( not B ) ); 

 
 

どちらか一方を押すと LED1 が点灯

DONE LED 

AND

A
B

C 
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EDX-002 サンプル回路 

これまでに説明した回路をもとに、サンプル回路の VHDL ソースコードを含む ISEプロジェクトを付
属の CDに収録しています。EDX-002用の USB ドライバがインストールされた状態で FPGAのコンフ
ィグレーションを行ってください。 

 
サンプル回路の動作 

押しボタンスイッチ『Ａ』『Ｂ』『Ｃ』を押すことによって、７セグメント LED と赤色 LEDが点灯します。以
下に動作を図示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サンプル回路のコンフィグレーション手順 

 
１．付属 CD内の『BitCfg.exe』を起動する。 
 
２．付属 CD内の『spl_top.bit』を指定し、「Download」ボタンを押す。 

 
 

ドット部の点灯

リセット 

‘０’から‘F’までシフト

赤色 LED の点灯 
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付属 CD-ROM の内容 

【BitCfg】 
FPGAコンフィグレーションのためのソフトウェア 
Visual C++ のソースコード 
 
【DirectDriver】 
USB ドライバ (FTDI社ダイレクトドライバ) 
 
【EDA-002】 
 

【DataSheet】 
EP1K10TC100-3 (ALTERA社 FPGA)  acex.pdf 
FT245BM (FTDI社 USB FIFO)  ds245b14.pdf 

 
【Quartus】 
「ＡＮＤ回路（and.zip）」と「応用回路（spl.zip）」の Quartus IIプロジェクト 

 
【Document】 
EDA-002 ユーザーマニュアル（カラー） EDA002man.pdf 
EDA-002 回路図 EDA002B.sch.pdf 

 
【RbfFiles】 
マニュアルで説明した「ＡＮＤ回路（and.rbf）」と「応用回路(spl.rbf)」の rbfファイル 

 
【EDX-002】 
 

【DataSheet】 
XC2S15VQ100 (XILINX社 FPGA)  ds001.pdf 
FT245BM (FTDI社 USB FIFO)  ds245b14.pdf 

 
【ISEprj】 
「ＡＮＤ回路（and.zip）」と「応用回路（spl.zip）」のＩＳＥプロジェクト 

 
【Document】 
EDX-002 ユーザーマニュアル（カラー） EDX002man.pdf 
EDX-002 回路図 EDX002C.sch.pdf 
ModelSimインストールマニュアル modelsim.html 

 
【BitFiles】 
マニュアルで説明した「ＡＮＤ回路（and.bit）」と「応用回路(spl.bit)」の BITファイル 

 
 
最新のデータシートは、各社のホームページからダウンロードしてください。 
 
XILINX社のホームページ http://www.xilinx.com/  
 
ALTERA社のホームページ http://www.altera.com/  
 
FTDI社のホームページ http://www.ftdichip.com/  
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